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序 論(続 編)

ア ラ ン ・ロマ ッ クス 著

勝 部 章 人 訳

ア メ リ カ に お け る ブ リテ ィ ッ シ ュ ・バ ラ ー ド

「エ ドワー ド」や 「バー バ ラ ・ア レ ン」の よ うな古 い語 り歌 は大西 洋 を渡 った後 ど う

な ったの で あろ う。 これ ら300ほ どの古典 的バ ラー ドの うち、100ほ どが その 多 くは典 型

的 な古 い スタイル を保 った まま、最近 北ア メ リカで発 見 され て いる。 これ は イギ リスに

現存 す る もの をは るか に凌 ぐ数 で ある。 この こ とは植 民地の 人々が 自分達 の故郷 を離 れ

た 当時 の親 しみ深 い歌 を、今 も歌 い続 けてい る とい う彼 らの保 守性 を表 す一例 で あ る。

しか し、保 守性 だ けが この地 に歌 を遺 させ たの では ない。 この国 の 人た ちは歌 を選択 す

る能 力 を持 って いた。移 住者 が どの よ うな種 類 のバ ラー ドを選 んだか を見るに は、 イギ

リスで 親 しまれ てい るバ ラー ドの総 目録 をア メ リカの それ と比較 しなければ な らな い。

ア メ リカで広範 囲 に渡 って受 け入れ られたバ ラー ドの ほ とん どは 、女性 の 目を通 して

見 た性 的 な葛藤 と何 らかの関 係 を持 ってい る。 バー バ ラ ・ア レンの プ ライ ドが心優 しい

ウ ィ リア ム を殺 し、 トーマ ス卿の母 親 の強欲 さが 美 しいエ レン ダー の恋仇 で あるブ ラ ウ

ン ・ガー ル に死 を もた ら し、あ る既 婚 の女性 は夫 と子供 を置 き去 りに して悪魔 の恋 人の

もとに行 き、 ま もな くか れ と共 に溺れ 死ぬ こ とに なる。 また、 あ る浮気 な女性 は夫 の住

む城 に帰 るよ りもジプ シーの ラデ ィと一緒 に冷 た い荒 野 に留 まるほ うを選 び、愛 ら しい

ポ リー は ひつ こ く迫 るエ ル フ ィン ・ナ イ トに逆 ね じを食 らわせ て崖か ら突 き落 とし、献

身的 なナ ン シー ・ベ ル嬢 は ローベ ル卿 が1年 間彼女 の もとを離 れた こ とを苦 に して痩 せ

衰 えて死ん で しま う。 ジ ミー ・ラン ドルは邪悪 な恋 人 に毒 を盛 られ母 親の腕 の 中で死 に、

バ ーナ ー ド卿 は妻 の浮 気相手 の、 ちびの マ ス グロー ブ を一 突 に した後 この 罪深 い女 性 を

打 ち首 に し、哀れ な赤 ん坊の 幽霊 は彼 らを刺 した残 酷 な母 親の 所 に化 けて出 る とい った

ぐあいで あ る。以上 が奥 地 に住む女性 達 に大変 好 まれ たバ ラー ドの テーマ で あ った。 彼

女 達 に とって愛 と結婚 は果 て しな く続 く苦 しい陣痛 と出産 、 そ して夫への 従属 を意味 す

る もの にほか な らなか った。 これ らのバ ラー ドの 中で 当時の女性 の気持 ちが復 しゅ う心

や 病 的 な死 の願望 や 罪の意 識 に さいな まれ た逃 避 の幻想 へ と変 わ って い くのが よ く理 解
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で きる。女性 の 哀 しみが まわ りの 人々 に暴 力 と死 を もた らすの が常 で あっ た。

同 じよ うな心 情 がア メ リカ 人好 み の二つ の ユー モ ラ スな話 にこ っけ いな形 で吐露 され

て い る。地 獄へ 陥 とされ たあ る農夫 の呪 うべ き妻 は 、悪魔 とその一味 を打 ち負か し、夫

に復 讐す るため に この世 に まい もどる し、 「我 らが グッ ドマ ン」の 各地 を渡 り歩 く夫 は、

お まえの妻 とベ ッ ドを共 にす る よ うな奴は 、 まぬけ か赤 ん坊 ぐらいの もの だ と馬鹿 に さ

れ る。

男性 が ヒー ロー の役 割 を演 じた イギ リスのバ ラー ドはア メ リカで はほ とん ど歌 われ な

か った。南部 イ ン グラン ドの 陰気 な求 愛の 歌 同様、 レ イプ と妊 娠 を取 り扱 っては い るが

楽 しい ス コ ッ トラ ン ドの バ ラー ドも検 閲 を受 けて消 え去 って しまった。 その かわ りに、

後 にブ ロー ド ・サ イ ドと呼 ばれ る印刷 され た俗 謡 が それ らに取 って 代 わ った。 それ らは

例 えば 「リリー ・モ ンロー」 「ウ ィリアム ・ラ イ リー」 「ザ ・ブ ロー クン ・トー クン」 「小

さなモ ヒー」 な ど数 十 を数 え、総 て誠実 で 貞淑 な女性 が 男性 を獲得 す る とい う物 語 で あ

る。 しか し、 貞淑 な ものが 報 われ る とい うこの非現 実 的 な テーマ の裏 には妊 婦 が彼 女 を

裏 切 った恋 人 に殺 され る とい う残 忍で懲 罰 すべ き 「残酷 な船 大 工 」の物 語 の よ うなテー

マ が あ る。 そ して この テー マ こそが、 ア メ リカの 白 人フ ォー ク ・シンガー に よ って創 ら

れ たバ ラー ドの 半数 以上 を 占め てい るので ある。(原 注 「オ ミー ・ワ イ ズ」 「ロー ズ ・コ

ネ リー 」 「トム ・デ ュ ラ」」 「ザ ・ロー ン ・グ リー ン ・バ レー 」等)

ノヴ ァ ・ス コシア地方 の シンガー に関す るあ る話 の 中で マ ッケ ン ジー は この よ うな暴

力的幻 想物 語 の表面 下 の奥底 に う ごめ く残 忍性 を次の よ うに我 々 にか い ま見 させ て くれ

る。

ジ ョンは優 秀 で並 外 れ た威厳 を持 った 男で あ った。 彼 が身 もだ え して笑 った の を 見た

の は三 回 き りで あ った。最 初 は熊手 に寄 り掛 か って 自分 の妻 に下 卑 た侮辱 的 な話 を細 々

と話 した時 、二 度 目はか わ いが って いた犬 の悲劇 的 な死 をその犬 と同 じよ うな誠実 さで

描 写 した時 、 そ して三 度 目はサ ラデ ィン号 での 反 乱 の 話 を私 に して くれ た 時 で あ った

オー、我々はまず船長 を

それか ら我 々の仲間を も殺 した

そ して水夫長 を船か ら投げ出 した

みんなで、深い海の中へ……

「甲板 の光 景 を ち ょっ と思 い浮かべ て みて くれ。あ ち こちに死体 が転 が り血 で 足が滑 りそ

うな甲板 を思 い浮かべ てみ て くれ 」 とジ ョンは懇願 した。 それ か ら説 明 しよ うの な い何

らかの理 由 で 、発作 を起 こ した よ うに突然 奇怪 な笑 い声 をあげ た。
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数世紀 にわったて虐げられ、裕福な人々によってスラムに押 し込め られ、敵地に入植

す るため船 に乗せ られたイギ リスの庶民の 多くが復 しゅう的 な冷笑を持 っていたこ とは

容易に理解出来る。総ての渡航者 と同 じよ うに彼 らも新世界で黄金 と快楽を発見するこ

とを夢見ていた。 しか し、彼 らが見付 けたのは厳 しい労働が第一箇条であ り第二箇条以

下は"肉 の罪"の 目録の羅列 という宗教の支配する国であった。弱 く肉欲的な人間はこ

の世では"失 敗"と いう冷たい地獄に陥 とされ、あの世 ではカルヴィンのい う燃え盛る

地獄へ と陥 とされた。信仰深い人にとって死は長 い苦闘から彼 らを自由にする友達 とな

ったが、反抗者にとって死は痛 ましい道徳主義 との最期の決別であった。陰 うつな賛美

歌や血塗られたバ ラー ドは彼 らの潜在意識下にある願望 を表現 した ものである。

ア メ リ カ ン ・バ ラ ー ド(カ ム ・オ ー ル ・イ ー)

逃避 の道 は樵が 丸太 を滑 らせ る道や 、開 拓者 た ちのほ の暗 い幌 馬車 の轍や 、道 無 き原

野 へ と向か った船乗 りた ちの 水路 に沿 った西部へ と続 いてい た。 広大 な荒 野の もた らす

報 酬 と危険 は果 て しない もの で あった。 限 りな く広 い この地 で は毎 日の労働 が 人間の 忍

耐 力 と勇気 を判断 す る もの であ った。 この よ うな西部 を舞 台 に して、 猟師 、筏師 、樵 、

山師、 そ してプ レー リー の住民 た ちが、抑 制 か らの 自由 を満喫 して罵 り合 い、酒 を飲 み、

淫 らな遊 び を し、 人 をあや め 、 インデ ィア ンか ら土地 を奪 った。 この よ うな粗暴 な キャ

ンプ ・フ ァ イヤー で歌 われ たバ ラー ドの歌 詞 は、 この土地 を開拓 した男た ちの心 情 を知

るの に最 適 の もの で あ り、物静 か で、叙事 詩的 で、ユ ー モ ラスな、 あ るいは感傷 的 な ト

ー ンは彼 らが 日常生 活 で 多 くの積 極 的 な うっ憤 の はけ 口を これ らの歌 の中 に見 出 してい

るこ とを示 して い る。 彼 らは 「鉄 の よ うに真 実だ 」と歌 を褒め 、「率 直に言葉 を語 ってい

る」 とその歌 い手 を褒め称 えた。 もし死 の概 念が彼 らの心 を 占領 してい る よ うに思 える

と して も、 たぶ んそれ は毎 日の生活 が死 と直面 してい るか らで あ ろ う。

こ っ け い な民 謡

それ で もなお西部 で理 想の星 を求 め る作 曲家 の 多 くの作 品の 中 に、光 輝 く笑 いの一 条

が走 って い るの が見 られ る。 フ ィ ドルやバ ンジ ョー を弾 きなが ら歌 う人、 リズム を とる

人た ちは反逆 者 では あ るが、 社会的地 位 の ある 人々の非難 に もかか わ らず 人生 か ら楽 し

み得 る決意 を した 人た ちで あ った。

シンデ ィー は信心深 か った、以 前 は信 心深 か った。

しか し、僕の バ ン ジ ョー を聞 いた時 彼女 は真 っ先 に床 の上 で踊 りだ した
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彼 らは、 かつ て メイン州 ソ ンゴ ・ロ ッ クスの町 に住 ん でい た粗 野 で不 信心 な人 々で あ

った。 あ る宣教 師が ず っ と以 前 に当地 を訪 れて帰 った時 、彼 らの魂 を救 うこ とがで きた

か と尋 ね られ た。か れ は哀 れ に も次 の よ うに答 えた。 「少 しは うま くい った と信 じて い

る。 と もか く私 は彼 ら と共 に キ リス トの もとを離 れ た。 しか し、 それ 以来 彼 らが再 び キ

リス トを十 字架 にか けるので は ない と非常 に心配 して い る。」

ア メ リカのユ ー モ リス トに とって は神聖 な る もの は何 も存在 しなか った。 曲 を演 奏す

る 人はだ れ もが冗談 を言 った。 また ジ ョー クが理 解 で きなか った り、言 えな い 人は野 犬

狩 りの代表 には選 ばれ る こ とは なか った。 荒野 の驚 異や 危険 が あ ま りに も誇張 され す ぎ

て、つ いに はばか げて い て、 もはや 恐 ろ し くない ものの よ うに さえな った。 その結 果 、

笑 いが恐怖 を抑 え る もので あ るこ とを知 りア メ リカ 人は洪 水の よ うに ジ ョー ク、軽 口、

そ して階 級制 度 を一掃 し過去 とい うごみ 箱へ ほ う り込 む よ うな警 句 を吐 いた。 彼 らは迷

信 と暴政 か ら自由 を勝 ち取 った 史上最 初 の 人々で あ り、数世 紀 に渡 って うっ積 して きた

笑 いが彼 らの 口元 か ら爆 発 した。 ア メ リカは笑 いの国 に な った。 実際 リンカー ン も見た

よ うにア メ リカの開拓 者 の 人生 観 は この よ うな こっけ いな逸話 に こ そ集 約 され て い るの

だ。

ア メ リカ 人の コ ミッ ク ・ソ ング好 きは銀行 家か ら飲ん だ くれ に至 る まで幅 広 い社 会の

範 囲 に及ん で い るが 、ぶ ざまな恋 人た ちや こっけい な求婚 の歌 がユ ー モア を好 むア メ リ

カ 人に特 に受 けた。愛 は死 ぬ ほ どの、 または同 時 に笑 うほ どの 矛盾 した何物 か で あ った。

そ して この 笑 い とは露 骨 な覗 き趣味 の好 色1生を表 現 した喧 しい なべ か ま音楽 の不 作 法 な

笑 いで あ る。 しか し、 それ は非現実 的 で び くび くしたぶ ざまな恋 人た ちに失 望 した女 性

た ちの 、 また は うん ざ りす るほ どの圧 政 に対 して反抗 す る男た ちの 、そ して抑圧 的 なパ

ウ ロの聖 典 に よ って両性 に押 し付 け られ た恥 じらい と恐怖 心 に対 す る ち ょっ と辛 らつ で

歓 喜 に満 ちた音 楽 で ある。制約 の ない地上 の喜 びの 音 を奏で る一 連の 白人音楽 は ホー ダ

ウ ン ・ソ ングの フ ィ ドルや バ ンジ ョー の ため に書か れ た叙情詩 で あ る。 この よ うな粗 暴

で楽 しげ な歌 は教 会の説 教 師や彼 らの 楽 しみ を台 な しにす る宗教 委 員会の 手の 届 か ない

開拓地 の ず っ と奥 の居住 地 で創 られ た と思 わ れ る。 彼 らを見て上 品 な 人々は真 っ青 にな

るか も知 れ ないが 、 これ らの歌 は酒 を飲 んで騒 ぐむ こ うみず な人た ちの よ って歌 い継 が

れ た きた。 その リズム は ア メ リカの 夜明 け を告 げ るお ん鳥 の声 の よ うに響 き渡 る。

サ ワー ウ ッ ド・マ ウンテ ンでお ん鳥 が鳴 く

あ ん ま り多 くて数 え きれ ない ほ どの か わい い女 の子

お ませ な ク リプ ル ・ク リープ の女 の子

骨 に飛 びつ く犬 の よ うに男の 子めが けて飛 び掛 か る
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ス コ ッ トラン ドの ア ・カペ ラ音楽 と比 較 して、 ア メ リカの ダ ンス音 楽 は暗ゆ的 、示唆

的 であ り、隠 され た卑 わ いな意味 を伝 えるための粗 野で道 化 師的 イ メー ジ に頼 って いた。

こ こにお いてこれ らの 白人音楽 は、 その皮相 の無知 の下 に皮 肉 と反抗 の世 界 を隠匿 して

い る黒 人音楽 と出会 い、 またば かげ ては い るが、 時 には黒 人の リズムの楽 しいパ ロデ ィ

ー であ る顔 を黒 く塗 った ミンス トレル ・シ ョーの こ っけ いな歌 とも出会 うこ とに なる。

パ イプ片 手 にブ ロー ド ・サ イ ド ・バ ラー ドを演奏 す る うな ぎ

雁 の髭 の 中 に巣 を作 った ひば り

ユ ダヤの ハー プ を演 奏 して 口ず さむ ウ ォー ター ・ヘ ン

峡 谷 じゅ う跳 びはね て踊 って い る教 会

そ ういった もの を きっ と君 は見 た にちが いない

ア メ リカ人は脈絡 の ない断 片的 な イ メー ジか ら多 くの この よ うなこ っけいな歌 を創 り

出 して きた。 これ らは シュー ル レア リズムの絵 画の よ うに現 代の 急激 な社 会不安 を写 し

出 してい る。 それは、 どこへ行 くかは気 に な らないが、 どこにいたか が気 に なって後 ろ

向 きに飛 んで い るあの カンザ ス ・ジェイ ・ホー ク と言 う不思 議 な鳥 を思 い起 こさせ る。

皆 さんは、 この鳥 が喚 き声 をあげ る と、 い まは何 も起 こって いな くて も、 これか ら何か

が起 こ る とい うこ とを ご存知 で しょ う。

悪 魔 の 音 楽

ア メ リカで は ス クウ ェアー ・ダ ンスの主催 者は フ ィ ドル奏者 を休 憩 させ るた め、 また

集 まった 人 々を活気づ け るため に しば しば"悪 魔の 民謡"と 呼 ばれ る調子 はず れの ダ ン

スの リズム を即興 的 に演奏 した。 とい うの は悪 魔 とい うのはふ つ うフ ィ ドル弾 きの王様

もし くは先 生 とみ な され てい るか らで あ る。 この迷 信の 背景 には音楽 の才 能は 妖精 か ら

授 け られ る とい う古 いゲー ルの民話 が あ る。 そ して ス コッ トラン ド人や ア メ リカ人 の間

で は真 夜 中 に墓 地で悪 魔 か らレ ッスン を受 けて い るフ ィ ドル奏者 の長 い話 が語 られ る。

この話 はア メ リカにお け る魔 女 な い しは悪魔 崇拝 の存続 と民 謡 との間 に実 際関 連性 が あ

るこ とを し き りに示唆 してい る。

ア メ リカの ブー ズー教崇拝 へ 入信す るための資格 の一 つ として、 黒 人の新参 者 はギ タ

ー を弾 くこ とを学ば ねば な らない。彼 は黒猫 の骨 を身に着 けて深夜辻 に立 ち、 ブ ルー ス

を奏で なが ら暗闇 に座 ってい る。 す る と悪魔 が近付 いて演奏 者の 爪 を傷 つ け、 そ して ギ

ター を取 り替 えっこす る。 この よ うに してブー ズー教徒 は悪 魔 に魂 を売 り渡 し、 そのか

わ りに 目に 見 えない才能 を獲得 しこの楽器 をマ スター す るので あ る。 この よ うな行 いは

信 仰深 い キ リス ト教徒 が しば しば黒 人 フ ォー ク・ミュー ジシャ ンを"悪 魔 の 子"と か"悪
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魔 の息 子"と か呼 ぶ理 由 を説 明す る こ とに なろ う。 ジャ ズ ・ピアニ ス トの王様 で あ る ジ

ェ リー ・ロー ル ・モー トンは彼 の祖母 が彼 を悪 魔 に売 り渡 した と信 じこみ、 哀れ に も彼

は地獄 の 火か ら逃 れ るため に神聖 な る油 を求 め なが ら死ん で い った。 身分 の低 い社 会的

地 位 の ない 人 々の 間 では 、音楽 的 な技能 は彼 らに力 と金 と、世 の 男た ちが いか な る代 価

を払 ってで も手 に 入れ よ う とす る女性 の愛 を もた らす もの なので あ る。

パ ー トナ ー をス ウ ィン グ させ ろ

本文の開拓地の集会に関す る記述の最初の数行はその楽 しいお祭 り騒 ぎの様子 をよ く

伝 えているのでここで紹介してみよう。

み ん なはバ ー通 いの 男た ちや そ こにい る女 の子 の こ とを小 さな樽 の栓 の 穴か ら覗 い た

程 のほ んの 少 ししか知 らな いけれ ど、 ノックス ビルの丘 陵地 の浮 かれ 騒 ぎほ どみ ん なを

楽 しませ る もの をお れは 見 た こ とが ない。 幌 馬車の 　の よ うに大 きな音 をたて るキ スや

ら外で み ん なを巻 き込 む喧嘩 や らが あ って さ。 そ して みん なで笑 い を作 り出 してんの さ。

私 が ケ ンタ ッキーの 山岳地 帯 を訪 れ た1930年 代 まで に 、 ス クエ アー ・ダ ンスはほ とん

ど姿 を消 してい た。 とい うの はあ ま りに も多 くの 人が この よ うな土曜 の夜 の大騒 ぎで 人

を恨 ん だ り酒 に酔 った りして喧 嘩 を して死 んだ か らなの です。

ア メ リカの カ ン トリー ・ダ ン スの数 多 くの形 式 を徐 々に作 り出 した ダン ス集 会 の主催

者 た ちは この国 の しっ と深 くて喧嘩 早 い先 祖 た ちの 取 り扱 い方 を少 しつ つ 理解 して いっ

た。 彼 らが 発明 した ダ ンスはプ ログ レ ッシブ ・ア クテ ィビテ ィー(各 々の カ ップ ルが順

番 に他 の カ ップ ルの ところへ 行 き同 じポー ズを とる)と 各 々の 男性 が総 ての女 性 とパー

トナー を組 み最 後 に 自分 の パー トナー の とこ ろに もどるプ ロムナー ドと総 てのパ ー トナ

ー を 入れ替 え るチ ェン ジ ズに特徴 が あ る。 この よ うな主催 者 は ヨー ロ ッパ よ りもア メ リ

カでず っ と必 要性 が あ った。 なぜ な ら外 来 の 人の集 ま りで あ るア メ リカの群 集 は彼 らを

統 合す る リー ダー を必 要 と したか らで あ る。 人々 を ま とめ る とい う リー ダーの才 能 は 彼

らの珍 し もの好 みの性 格 に ア ピー ル し、 イギ リスの カ ン トリー ・ダ ンス を再 び燃 え上 が

らせ る こ とにな ったの で あ る。

ア メ リカの フ ォー ク ・ダ ン スとその音楽 につ いて述べ るに は もう一 冊 の本 が必要 で あ

ろ うが、 その粗 筋 は フ ォー ク ・ソン グのそれ とほ ぼ 同様 であ ろ う。 ケ ンタ ッキー で今 も

な お踊 られ てい る ダン ス曲の 中 にプ レ イフ ォー ド ・ダン スに先 ん ず る カン トリー ・ダン

スの一形 態 が保 存 されて い るの を発 見 した時 シ ャー プが述 べ た よ うに、 フ ロンテ ィア は

母 国で忘 れ去 られ た もの を保 存 して いたの で あ る。 しか し、例 に よって開拓 地 に は千差

万 別 な形で ば らまか れ、 ア メ リカの ス クエアー ・ダ ン スは イン グラン ド、 ス コ ッ トラン
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ド、 ア イル ラン ドか らの ポー ズや ステ ップの寄 せ集 め で あ り、 その それ ぞれ の地域 は前

述 の それ ぞれ の民謡 の地 域 と重 りあ って いる。

フ ィ ドル奏者 は数 多 くの ア メ リカ製 の オ リジナ ル 曲 と同様 にすべ て の イギ リスの 島 々

に由 来す る曲 を も演 奏 した。 もう一度 述べ るが ア メ リカ版 は今 日 イギ リスで発 見 され る

もの よ りもその形 式 にお いて、 しば しば原始 的 で古 い形 を保 って お り、明 らか に粗 野で

よ り生 き生 きと して い る。 ホー ダウ ンの 曲 を弾 くフ ィ ドル奏者 は スコ ッ トラン ドや ア イ

ル ラ ン ドの奏 者 と比べ る と野暮 った く、音楽 的 に も劣 った演 奏 をす るが、 その よ り強 い

ビー ト、 よ り リズ ミカル な発音 、 シ ン コペ ー シ ョン、速 くヘ ビー なボー イ ン グはみ ん な

を熱 狂 させ る もの で あ る。 彼 らの音 楽 を演 奏 した い と思 う気持 は、が ち ょ うの 卵 を産 も

うとして ウー ルの バ ス ケ ッ トの中 に い るめ ん鳥 の よ うに ホ ッ トで、胡 しょ う畑 の 中 を走

る火傷 で水ぶ くれ が で きた男 の よ うにホ ッ トであ る。 実 際 これ が年 を追 うご とに注 目 を

受 け るよ うに なって きた ア メ リカ・ポ ピュ ラー 音楽 の ホ ッ トな リズム なの で あ る。"ホ ッ

ド な音楽 は第 一次世 界大 戦 後の ア メ リカ を席巻 し、 第二次 大戦 後 モ ス クワ を含 むすべ

て の ヨー ロ ッパ の大都 市 で ヒッ トし、 この こ とが抑 圧 され た都市 の 人 々に非常 にセ クシ

ー で生 き生 き とした もの を表 現す る きっか けを与 えた。 これは大 衆 音楽 の ヒル ビ リー ・

ブ ギや ロ ックン ・ロー ルや ビーバ ップ の不 協和 音 的ブ ロン クス ・チアー(不 平 、嫌 悪 を

表 す音)に 聞 くこ とが で きる し、聖歌 歌 手や ブル ー スの歌 い手や ジ ャ ズの一 形 式で あ る

スキ ッフ ル演奏 者の 表情 に も窺 うこ とが で きる。

黒 人 は即 興 演奏 家

ア メリカのホ ットな音楽の創始者であ り運搬人は もちろん黒 人であった。彼 らの西ア

フ リカ文化が歌やダンスを奨励 し、その性的で積極的 な態度の中に喜ば しい集団的はけ

口を見いだ した。他の文化 と比べ て、この ような緊張か らの解放が優れた黒人歌手の卓

越 した リズム感 と音声的緩和 と自由の源 となった。いずれにして も黒人奴隷はア メリカ

でこの ように歌 い、躍 り、演奏 し、その後150年 間にその子孫が白人系ア メリカ人にホッ

トなスタイルのバ ンジョーか らシロフォンにいたるすべての楽器の演奏法 を教 えること

になった。

少 しの例外 はあって もほ とんどの白人歌手は黒人の陽気なスウ ィングするようなボー

カル ・スタイルをマ スタ～で きなかった。黒人が歌 っている ときは まった く束縛が感 じ

られない。その声は憂 うつなのか幸せ なのか または怒っているのか を率直に告げ る。奴

隷や分益農民 として黒人は言葉 を抑制 しなければな らなかったが、音楽においては白人

の伝統にあるよ うなあい昧な言葉づか いをする とい う抑制な しにちゅうちょな く自分の

気持 ちを声に出 した。

これは原始的 な特性 ではない。黒人 も彼 らの歌 も複雑 で洗練 された ものである。アブ
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リカの 黒 人 として もア メ リカの黒 人 と して も、 また子 供 として も大 人 として も歌や 会話

に おいて敵 対的 で もセ クシーで もあ る。 そ して どち らが 劣 ってい る とい うので はな く、

彼 らはム ー ドの 変化 に従 って リラ ッ クス したあ らゆ る音 色の メロデ ィー を演 奏 す るこ と

が で きる とい うこ とで ある。

フ ォー ク ・ソン グ とは実 際 には以前 か らず っ と演奏 され続 けて きた もので あ る。 だか

ら、 各々の歌 は、大 い に また はほん の少 し変 化 し、 そのため に新 しい素 材 を得 た り古 い

もの を失 うこ とで生 き物 の よ うに成長 し、様 々な形式 を生み 出 し発展 し続 けて いる。 そ

して総 ての 想像 で き うる文 化的 、社 会的 お よび心 理的要 因が この過 程 に影響 を与 えたで

あ ろ う。 例 えば西部 の フ ォー ク ・ソン グにお いて、 活字文化 と口承文 化の潮 流の 間 には

つね に相互 作用 が存在 して きた。 す なわ ち前者 は活字 とな って永 久に定着 し、後者 は主

に運搬 人の 集 ま りで あ る共 同体 の 人 々の間で 彼 らの 記憶 か ら忘 れ去 られて しま うか、集

団的 感情 となって生 き残 るか どち らか に身 を委 ね るの であ る。

黒 人音楽 の大部 分 は非常 に リズ ミカルで あ るだけで な く合 唱に適 して い るの で、 それ

ぞれのバ ー ジ ョンはその グループ によ る新 なた 創造 物 であ り、その歌 は 異 なった グルー

プ が演 奏す るたび に生 き物 の よ うに変 化 し成 長す る。 黒 人 と一緒 に歌 った こ との あ る人

はだれ もこんな に発明の才 の あ る共 感 を持 て る グルー プに よ ってバ ッ ク ・ア ップ された

らどれ ほ どすて きな気持 ちにな るか を知 る。 各パー トがハー モニ ー、 ち ょっ と した リズ

ムの工 夫、 音色 に陰影 を付 け るこ とに貢献 す る。 そ して、 もし別 個 に聞 けば 取 るに足 ら

な い非 音楽 的 な もの に思 えるか もしれ ない もの が、 コンサ ー トで演奏 され る と魔 力的 な

効 果 を生 み出す ので あ る。 こ うな る と歌 を作 曲 したのは 原作者 なの か コー ラスの リー ダ

ー なのか を見分 け るのは困難 で あ る。 彼は グルー プ に新 しい詩 の一行 や繰 り返 しの部分

を示す だけで な く、 グルー プ 自身が 自分 で作 曲 し始 め その後様 々な形へ とその 曲 を変 化

させ て行 く。

歌 い手は単調 な歌 の繰 り返 しに飽 きるこ とはない。 なぜ な ら彼 らは コンサー トで常 に

即 興演 奏 を して い るか らで ある。 あ る八小 節の 曲は教 会で一 時間半 に渡 って歌 われ 、 し

か もその会衆 に よ って一週 間 毎 日歌 われ るで あ ろ う。 この よ うに新 しい歌 は手頃 な大 き

さの才 能の あ る コー ラ ス ・グループ に よ って フ レー ズご とに作 曲 され 、み んなの賛 同 を

得て短 期 間の うち に高 度 に磨 きあげ られ る。 この新 しい ものが それ に うま く合 うバ リエ

ー シ ョン を生み 、 よ く似 た歌 の レパー トリー を作 り出す。 実際 黒 人は即 興 を好 むの で正

に この よ うなこ とが起 こ るの であ る。優 れ た リー ダー は様 々な源 か らいろ いな素 材 を集

め 、 自分 な りにア レンジ して 曲や リズム を作 る。 だか ら全 く同 じ演 奏 は一 つ もない。 ソ

ロ演奏 で さえ も黒 人 コー ラスの特 徴 を失 わ ない。 なぜ な ら、彼は常 に コー ラ スのハー モ

ニー のい ろい ろな部 分 を歌 い、 リズム に合 わせ て手 をた た き、踊 る。構成 的 には 交唱で

あ る 「ジ ョン ・ヘ ン リー 」や 「フ ランキー」の よ うな長 い ソロの バ ラー ドも、 ソロのブ
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ルー ス も構 成 が しっか りして い るの で ギ ターや ピア ノは歌 い手 に たい して リズムの上 で

もハ ー モニー の上 で もうま く対 応す るこ とが で きる。

コー ラ スの枠 組 内で の この よ うな即 興 の習慣 は 多 くの リー ダー とソロ ・シ ンガー を生

みだ して い る。 黒 人の観 客 の心 をつ かむ ため に は"実 際 にや らねば な らな い"。 だか ら僻

地 で はすべ て の宣教 師 は独 自の6嘆 き節"を 持 って いな ければ な らな い し、 すべ ての ダ

ンサー は独 自の"動 き"を 、 ラバ追 い は独 特 の"掛 け声"を 持 って い なけれ ば な らない。

黒 人の間 では十 年 ご とに頻繁 に歌 や歌 の スタ イルが、 人気 を得 た り忘 れ 去 られ た りして

い る と言 うこ とが で きる。

白人 は吟 遊 詩 人

もし黒人音楽の特徴が即興 とコー ラスにある とすれば白人のそれは記憶 されたソロの

歌 とそれ を静かに聞 く聴衆にある。 とい うのは黒人にとって歌は 日常生活の 自然な一部

分である一方、白人にとっては伝達のための意識的 な瞬間なのである。白人の歌い手が

注意深 く発声す るのは彼の潜在的感情は制御 されていなければな らないからである。長

くて しば しば精巧 なソロの作品は記憶 した ものを伝 える とい うほ とんど儀式的な性質の

ものである。 というのは聞いた とうりに正確に詩や メロデ ィー を再生することが歌の 目

的だか らである。 このよ うな今まで受 け入れ られて きた因習では歌い手は個人的には何

等かかわ りあいをもたず、他のだれかの話 をただ次の人に伝 えているだけである。だか

らせ っか くの良い話 しも詩が変えられ るこ とによってだいな しになることもあ りえる。

すなわ ち、歌 い手がある詩の一行 を忘れて しまったら彼は"こ の歌をだいなしにして し

まった"と 言 うか もしれない。 しか し、 もし彼がある歌 を本当に命あるもの として覚え

ていたな らば、彼が変化 させたバージ ョンの正当さにつ いて他の歌い手 と論争すること

さえす るだろ う。 このよ うに、白人の伝統は黒 人の スタイルでは とうの昔に変化 したか

忘 れ去 られたよ うな古 い詩の栄光的で有名 な曲やバ ラー ドを保存 しているが、それは と

きには柔軟性 と気迫 を失いかけている。

白人のバ ラー ドのテ クス トは一定の ものである。 しか し、ほ とんどの場合明 らかに良

くない方へではあるが、 さまざまな方法で変化することもある。歌い手は詩のある部分

を忘れるか意味 がない と思 い、その部分 を自分な りのフレー ズに置 き換 えるか も知れな

い。作品の中には しば しばこういった訳の分か らない部分があ り、後の歌い手はよ り意

味 を分か りやす くするため に言葉 を挿 入す るであろう。 この ように して異質の要素が詩

に入 り込みそれ を完全に変 えて しまうこ ともあ りえる。 というのは後の歌い手が不合理

な要素 を合理化 しようとす るからである。 これが価値 ある古い歌を徐々に近代化 しなが

ら保護 して きた、フ ォー ク ・シンガーによる"創 造的忘却"の 一過程である。

白人の歌 い手にとって詞 と曲は別物 であるか ら、この二つの問に新 しい縁組が継続的
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に行 われ て きて い る。新 しい曲 の最 も豊 か な源 泉 は、 悪魔 の子供 達 が一生 懸 命軽率 な人

間 にわ な を仕掛 けて誘惑 す る といわれ る伝 統的 な ダン ス曲 に あ るが 、 その同 じ曲 は ダ ン

ス曲 と してだ けで な くバ ラー ド、聖歌 、行 進 曲の形 で しば しば現 れ る。 トラデ ィシ ョナ

ル を歌 う歌 手 も曲 を自由 に変 化 させ次 の よ うに言 う。「み んな生 まれ なが らに 自分 な りに

歌 を歌 う権 利 を持 ってい る。」実際 この 言葉が 意味 す る こ とは、歌 詞 に忠実 に歌 う長 い歌

の単調 さ をな くす ため 、曲 を ドレ ス ・ア ップ し、歌 詞 を変 えるため に歌 い手独 自の 美辞

麗 句、 スラ イ ド奏法 、 フ ェルマ ー タ、 トレモ ロや 自分 の持 ってい るすべ ての装 飾 を用 い

るこ とで あ る。 そ して この よ うな装飾 技 術 を いか に駆 使 して も、 どの地域 の どの 伝統 的

な真 の カ ン トリー ・シ ンガーの 怒 りをか う限 界を越 え るこ とは ないで あ ろ う。 私 見 では

装 飾 こそが 白 人フ ォー ク ・ソン グの伝 統 の屋 台骨 で あ り、その 中 には東 洋の 古 くか らの

影 響 が あ り、 それ が歌 い手 に個 人的 感情 を表現 す る微妙 な 方法 を教 え、新 しい曲 の ため

の源 と素材 を与 え る もの とな って い る。

ア メ リカで は 白 人の歌 の レパー トリー は様 々な方法 で広 が って い る。「ダン ・タッカー」

や 「オー ・スザ ンナ」 の よ うに本来 フ ォー ク ・ソン グ的 で、 これ らの歌 はふ つ う変 え ら

れ た り、散 漫 に な った りは しな いのだ が、 時 には ヒ ッ トす る よ うな こ と もあ る。 牛追 い

の キ ャンプや 大学 の学 生社 交 クラブの よ うな結束 の 固 い グルー プ が 日常 生 活の経 験 を も

とにバ ラー ドを作 るこ とを勧め られ 、数 人の手 に よ って整 った形 の詩 に な り、や が て仲

間の 賛 同 をえ る こと もあ る。 この よ うな、 みん なで作 った歌 は 「ザ ・チザ ム ・トレ イル」

や 「マ ドモ アゼ ル ・フ ロム ・ア ルマ ンテ ィエー ル」 の よ うに どん どん増 加 して い る。 ル

ター の時 代以 降 の信仰 復興 論者 は宗 教的 パ ロデ ィー の俗歌 を作 り、 それ らの歌 か ら人 々

は 自分 に合 わせ て歌 を変 え る 自由 を感 じとった し、 バ ラー ド誌や新 聞詩 人が俗歌 を流布

させ た。 「キ ャプ テ ン ・キ ッ ド」や 「フ ェアー ・シャー ロ ッテ」 はその 例で あ る。 最近 の

フ ォー ク ・ソン グ流布 の最 も重要 な媒 体 は レ コー ドで あ った。 それは過 去 の旅 回 りの ミ

ン ス トレル ・シ ョー よ りも楽 しさの点 では 劣 るが よ り効 果的 に それ らをば らまい た。

しか し、我 が 国の 辺境 のバ ラー ドの ほ とん どは無 名の ままで い るこ とを選 ん だ慎 ま し

や かで謙 虚 な 在野の詩 人に よ って作曲 され た。 ふつ う詩 人はその地 域 の民 間伝 承の 歌の

中 に どっぷ り浸 か りその詩 人の ため に歌 って くれ る グループ に情 熱的 に献 身す る。 新 し

いバ ラー ドを作 る時 は、 彼が 語 ろ うとす る話 にで きるだ け似通 った、 よ く知 られ た トラ

デ ィシ ョナ ル ・ソン グを取 り出 して 、彼の テー マが要 求 す る範囲 にお い てのみ 変化 させ

る。 第一 スタンザ では古 い話 を新 しい話題 に 置 き換 え、 その後 は名前 を変 えた り、 あ ち

こ ちに新 たに一・行加 えた りす る こ とだ けで 自己規制 す る。 そ して これ らの新 しい数 行 さ

え もふ つ う伝統 的蓄積 に由来 した もの で あ った。 この よ うにい くつか の我 が国 のバ ラー

ドは イギ リスを出 て深 い海の 上 で幾時 間 か をす ご しその 海 を渡 って、 きこ りの 小屋 に住

み 、西部 の 牧場 へ 向か い、 今や ジェ ッ ト機 の パ イロ ッ トとと もに空 を飛 んで い る。 だ が
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フ ォー ク ・ソン グの詩 人は保 守的 で、 自分達 の伝統 か ら確 か な もの を作 り出 そ うと して

い る。 なぜ な ら、彼 もその聴 衆 も両方 とも古 い歌 は改 良す るの が難 しい こ とを知 ってい

るか らであ る。

ハ ー ド ・ロ ッ ク

我 が国の フ ォー ク ・ソン グはあ る意味 で夢 と して また現実 として、過去 の もの として

また現 在の もの としてゆ っ くりと発達 して きた。 そのすべ ての フ レー ズは心 の底 か ら沸

き上 が り、体験 とい う石か ら削 り出 され た もので あ った。 すべて の歌 詞 はア メ リカの現

実 に対 して、歌の 直価 を問 うため に 多 くの歌 い手 に よって澱 み な く歌 われた。 そ してそ

の 言葉 は適切 で真実 に満 ちた もの とな り、保 存 され、 ヒッコ リー 材の よ うに強 力に なっ

た。 ここにその 美 しさの秘 密が あ る。 フ ォー ク ・ソン グは ある人た ちの生活 の場 や その

人た ちが属 している共 同体 の特別 な感情 を喚起 す る。彼 らは現状 を正 直に描写 す るか、

人種 差別 、性 の抑 圧 、暴 力崇拝や 孤独 といった我 々 を苦 しめ る最 悪 の もの に対 して抗議

す る。 これ らの歌 は 多 くの 人の 手で慈 しまれ 、形 を整 えられ た結 果 、芸 術的 な古艶 がで

て、そこに 人間の心 の最 も優 し く創造 的 な衝動 を映 しだ し、しば しば粗 野 で憂 うつ な我 々

の伝統 に真 の美の輝 きを投 げ掛 けた。

だか ら娯 楽産業の 押 し付 け をいや いや聞 か され て いた聴 衆の一部 が フ ォー ク ・ソン グ

に宗 旨替 え を した と して も驚 くこ とは ない。若 い ミュー ジシャンは音楽 の押 し付 けは大

嫌 いで、か れ らは 自分達 の 音楽 を創 り出す こ とを求 め てい る。 だが政治 的 な不満 を表現

す るこ とは危険 であ るこ とを知 って いる 人 もい る。 そ うい う人は さ しあた って彼 らの祖

先 が音楽 で表現 した不満 を彼 ら自身が歌 うこ とで反抗 的 な感情 を表 そ うと してい る。 自

分達 の 国の民主 主義 的 音楽 伝統 に共感 して彼 らは 自分 自身の テーマ に合 った歌 を創 り続

け る。 そ してこれ らの モ ダー ン ・バ ラ～ ドの幾 つか は古 い もの と同 じ耐久性 を持 つ か も

しれ な い。

しか し、 よ り重要 なの は全世 代 の創造的若 者 たちが フ ォー ク ・ソングの エ キスパ ー ト

とな り、 か くして最 も深遠 な心の 問題 に取 り組む よ うにな った とい うこ とで ある。現 状

は我 々が望 むほ どは変わ っては いない。 犯罪 と愚行 が繰 り返 し行 われ、 この土地 を勝 ち

取 るため に我 が国民 が被 った傷 はい まだに我 々すべ て を悩 ませ てい る。 見せ掛 けの成功

の 背後 で、昔か らあ る問題 も未 だに解決 され ていな い。 そ して我 々の フ ォー ク ・ソン グ

は これ らの問題の 象徴 で もあ る。 この 中に若者 は 自分 自身の不安 感 を発 見 しそれ を歌 う

こ とでこれ らの問題 に直面 し、徐 々に成 熟 してい くので ある。

この孤 独で 、耳障 りで、活 気に満 ちた音楽 は我 々を正 直 に表現 す る。 演奏 され歌 われ

完全 に受 け入れ られ た とき初 めて我 々が望む すべ て の表現で きる芸術 形態 を作 り出 す準

備 段階 に達 した といえ るで あろ う。我 々の過去 に対 す るこれ らの鍵 が錆び付 いて使 われ
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ない ま ま置 かれ て い るか ぎ り、我 々 は古 い決 ま り文 句 も尤 もら しいが 皮相 的 な外 見 を持

った半面 真理 を繰 り返 す のみ で あ る。漫 画 、 レ コー ド、 映画や 広告 にお いて も同様 で あ

るが、 新 しい伝 説や新 しい芸 術形 態 が生 まれ る こ とは な く、 我 々は真 の創 造 の域 に達 し

な い まま、た だ子供 の よ うに遊 び続 け るのみ で あ る。

付 記

以 上 は前 回(大 手前 女子 大学論 集 第24号)に 引 き続 く 「北 ア メ リカの フ ォー ク ・ソン

グ」序論 の 後半部 分の 翻訳 で あ る。 旦 し、 フ ォー ク ・ソン グの歌 い方 等の技 術 的解 説の

部分 は 省略 した。

20一


